
“日本一おいしいお米”で棚田を守る —保健休養機能— 

本山町
もとやまちょう

 
 

 

 

本山町は、「生活の基盤である水

田を守り、魅力ある稲作農業を創造

する」ことを目的に、平成 20 年に

本山町特産品ブランド化推進協議会

を設立した。 

試食アンケートの実施や良食味の

品種や生産方法の追求など、試行錯

誤を重ね、ブランド米「土佐天空の

郷
さと

」がつくられた。 

 

この取り組みが棚田の保全や地域活性化に繋がったとし

て、「第１回ディスカバー農山漁村の宝」に選定されてい

る。また、食味の評価も高く全国各地で開催されている米の

食味コンクールで多くの受賞歴がある。中でも静岡県で開催

される「お米日本一コンテスト in しずおか」では２度の食味

日本一に輝いている。また、山間農業地域で積極的にスマー

ト農業に取り組むなど、持続可能な棚田の農業を模索してい

る。 

 〔保健休養〕 

ブランド米の知名度が上がるにつれて棚田には、多くの方

が訪れており、人々の心を和ませ魅了している。また、「天

空の郷芸術祭」と題し、田んぼアートや収穫祭、棚田を会場

にしたコンサートなど、農家と消費者とのふれあいで心に残

る取り組みを続けている。 

〔洪水防止、土砂崩壊防止、土壌侵食防止、河川流況安定、

地下水のかん養〕 

米のブランド化の取り組みから棚田の保全が図られること

によりこれらの機能が発揮されている。 

〔体験学習と教育〕 

小学校で農作業体験を行い、中学校で地域の特色を盛り込

んだブランド米の学習、販売体験を実施している。また、町

外の学生を招いた棚田散策を開催し、水田の果たす役割やそ

の大切さなどを伝える勉強会なども開催している。 
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